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一：'

ナ
ル
の
.活
動
に
ょ
っ
て
、-は
じ
め
に
検
討
し
だ'い
と
思
ヶ
。.

1

八
八
九
年
か
ら
一
八
九
〇
衷
に
わ
た
っ
て
、
第
二
イ
シ
.タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル 

は
四
つ
の
大
会
 

C
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9 丨Pails, 1891

丨Brussel, 
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9
3
l
z
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r
i
c
h
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1

00
9
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丨 
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bvv
-
.だ

の

©
-
.
つ
.，の
 
§
k
3i
u
-x
--
>
,
、

蓮

動

と

霞

徵

璧

動

が

、
：-4
»
.ゼ
崧
上
：り
あ
げ
た
間
題
は
何
か':
'
'
:ま
た
>
討
議 

:に
あ
ら
わ
れ
た
傾
向
は
何
で
あ
る
か
を
？
み
て
ゆ
こ
ぅ
。

'/

■:
第

-:
イ
ブ(

夕
ナ
ダ
_
办
ダ
の
創
立
大
会
で
あ
る
->
^

て
開
か
れ
た
の
で
は
な
く
、
基
本
的
に
ー
捧
が
ち
が
ぅ
ニ
.つ
の

議

が

、
遂
に 

統
'

T

を
み
な
い
^w

に
、
そ
れ
ぞ
れ
会
場
を
別
に
し
て
も
た
れ
た
も
の
で
あ

 々

'た
.？
.1.'..

つ
は
、
.，
-
N

 
ラ
シ
.

k._'.

の
ポ
シ
ビ
リ
.ス
..ト
.〈L.ewpossibilistes) 

■と
イ 

ギ
リ
ス
の
^
^
組
合
指
導
者
が
■中
心

；
に

な

づ

て

(

；_純
粋
祀
'
労
働
運
動
.の
茵
際 

的
協
カ
め
た
め
0
機
関
と
し
て
第
ニ
ィ
ン
タ
ナ
ショ
ナ
ル
を
つ
く
ろ
う
と
し
て

■

 

ノ(

：六
八
：
六
0

:い

た

。
-:
;
:い
#

1

汉

構
:>
-
.
^
:し

た

傾

询
£

反
^

心

^
な

ら

：，¥

.'
労

働

嚳

運

動

の

指

導

者

と

：
.と
も

に

、
へ

社

童

議

動

の

指

導
 

:者
も

该

^

集̂

し

だ

国

際

組

織

を

つ

く

ろ

：ぅ

と

じ-

の̂

で

あ

マ

た

。

別

表

が' 

し

.め
す

.ょ
ぅ

に

、

出

席

人

員

の

数

と

い

ぅ

点

で

は

前

者

の

方

が

多

か

っ

た

が

、 

:全
世

界

0
社

会

主

義

運

動

、
1

運

動

の

指

導

者

を

：成—

集

す

る

こ

と

：が

.で 

ぎ

、
第

ニ

^
.ン
タ

ナ

グ

ョ

へ

ナ'ル

0
ぞ

0
後

め

運

動

办

基

藤

を

き

ず

い

た

点

で

第
二
回
大
会CB

X
g
s
e
l
,

 

1891) .

に
お
：

い
：.

て
、
'
'統一:

大
全
令
開
く
こ
と
に 

成
功
し
た
が
、
そ

の

裏

に

は

、.フ
ラ
ン
.ろ
の

ポ

：
シ

择

リ

.ス
ト
：
が

、

：！
'
八

九

〇 

年
を
^

^
に
急
速
.に
.激
カ
を
失
づ
て
：い
？
た
こ
：と
と
、：
と
れ
と
は
逆
；に
、
：ド
ィ 

ル
社
会
民
主
党
が:;
'
.'
:
'ー

」

7\
九

.0
年
ニ
月
の
卷
攀
で
大
勝
利
を
博1
、
社
会
主
義 

者
1

街
を
撤
廃
き
せ
、：
ビ
ス
マ
ル
ク
体
制
を
崩
瘭
さ
せ
た
と
と
に
ょ
っ
て
、 

国
際
的
な
影
響
カ
を
士
層
舡
か
办
た
と
い
ぅ
事
情
が
横
た
わ
っ
て
：：い
た
。
従
ら 

第f
蘭

毫

以

後

ば

、
ド
ギ
ツ
社
会
民
主
觉
が|
5
1
^を
示
す
こ
と
：と
な 

o.
r
;、：

労
働
運
動
の
結
集
体.が
ら
、
社
会
主
義
蓮
動
の
結
集
体
へ
と
、
_
次
そ
の



性
格
を
強
め
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
パ
リ
ー
に
お
け
る
二
つ
の
ム
巧
議
の
.性
格 

は
、
そ
の
^
.の
第
一
一
ィ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ルの
会
議
全
体
の
底
流
を
な
す
も
の
で 

あ
っ
た
.と
レ
え
よ
ぅ
。

一
八
八
九
年
以
後
、
九
〇$

に
開
か
れ
た
四
つ
の
大
会
は
、
主
と
し
て
、
つ 

ぎ
の
.問
題
ダ
議
題
と
し
て
い
た。‘

•
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歡

鼠
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ひ

獲

得

齡
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^

す

る
. ^
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活
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件
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メ
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デ
I
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め
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^
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題
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階

為

：ぬ

政

治

活

猶

の

開

題

：

(

普
通
選
挙
権
の
問
題̂
 

合
む〕

，

. 

.

*

戦
争
と
平
抓
のI
 

:
.
:義
霉

清

め
.問
薄
.：

〉

舍 

ニ
：'
'

)

趁
 

,
:
u

の
な
ぶ
で
、
：：̂
^
階
級
^;
舊
条
件
ー
激
歡
条
件
赵
改
善

V

安 

と
、
一

階i

が
解
软
ち
い̂

達
成
寸
る
馨
活
動.の
問
題
が、
:
S:.
-
'
: 

要
な
柱
で
あ
り
、
し
だ.い
に
、
火
会
討
讓
の
重
点
が
、
後
者
に
移
っ
て
い
っ

'
t 

と
み
る
こ
と
が
で
き
るP
 

, '

右
の
議
釋
の：

馨

め

：_

次
、
«

1

の

齓

点

や';
'
-
各

国

の

実

状

め

揎
 

と
、
政
治
，思
想
の
ち
が
い
か
ら
根
強
‘
い
対
立
が
く
，り
か
え
さ
れ
た
と
は
い
え
、

. 

こ
0'
:主
敷
な
：ー- -

つ
办
柱
矽
、；
あ:<
:

ま

：
：
で

当

時

め

^

要
 

は
変
ヶ
な
か
ゲ
た'0
,; u

か
%:
:

、:!
'
:
;政
治
活
動
.の
問
^

^

、
.

ず
ま
す
、：.：屬

者

階

：
 

級
の
政
治
的
諸
権
利
获
嘈
通
，選
桊
樺
を
中

(

心
に
>

の
強
化
を
中
心
：に
論
議
さ
れ

)

： 

て
い
っ
た
こ
と
も
、
同
時
に
、
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い

。

V

-

'

.

:
か

が

る

傾

尚

に

対.1
>
.て
.、
.
無

政

璧

義

は

、
執
坳
な
反
対
者
と
し
'て
あ
ら
わ
：，
 

れ
た
。
か
れ
ら
は
、
戦
術
上
の
反
対
に
と
ど
ま
ら
ず
、

.生

活
•

労

働

条
. #

を

改
. 

.善
す
る
起
め
0

労
働
紙
合
の
活
動
を&

1,
:
;

ス
_

権
カ
を
鏤
得
す
る4

と
自
：
 

一
体
の
意
義
を
職
視
レ
赵0:
,し
紀
於
.っ
：て
、
.'
-'-;

|
:八
九
0

集

の

第

ニ

ィ

ン

夾 

ョ
ナ
ル
の
大
会
は
、
無
政
府
主
義
者
と
の
は
げ
し
い
争
い

.を
；

5

き
お
こ
ざ
ざ
る
へ 

を

え

な

か

：
っ

た

。
.
. 

.
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V
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大

舍
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__
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八
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こ
：5
し
た
、
無
政
府
主
義
者
と
の
争 

UV
M
、
識

：の
結
着
を
づ_

た
：の
サ
あ
る
が
、.こ
'こ
で
法
目
し
：な
け
れ̂ば
^ ̂

:な
い
'の
.ほ
、.、無
^

^

義

者

：
：の
#;
除
と
ど
も
に
確
立
ざ
れ
る
贮
至
；っ
:̂
:

、(

国
際
；

.ーへ,.

.即
ぢ
'
ロ
：̂;
ド
.ン
光
#
は
>-
.無
政
»
壬
義
者
の#
除
お
と
%
に
、
政
治
権
カ 

^

徵
0;
;為
©:
;労
^

^
の
政
治
活_
叹
不
可
欠
性
％

「

.労
響

階

級

$

の 

fc
;め
、のV
-L
.
H法
：ぉ
P
び
行
政
上
ゆ
諸
手
段
：の
使
用
と
に
賛
成
す
る
決
議
を
、

」

満
 ̂

場一

致
で
採
択
し
た
の
で
あ
る
。

V:
#
た
、"次
期
大
会
に
招
請
客
ホ
る
組
織
の
馨
と
レ
て
、へ
第
r

g
 

靡
的
所
有
と
生
産̂

:
:社

盡

義

的
f

一
と
生
塵
に
ょ
っ

V

お
き
か
え
ょ
5

と 

.す
■
と
^

ろ
め
、
：：ま
だ.ァ
立P

讓

会

的

活

動

を

，
そ'の
、目
的
達
成
の
必
要
な 

:手
.展
^

^

>;
考
え
：る
紙
織
で
灰
る
こ
と
、：
_

1
:|巧
 

'の
必
要
を
承
認
す
尤
る
こ̂
を
¥
言
し
て
い
る
労
働
組
合
組
織
、
'.
.
と
い
'ぅ
、
ニ
つ

: 

.
(

注 
5)

：.

:

の
爾
を
き
め.馨
で

：あ
る=
,
:

'-
:
.
:
以
上
の
&
と
菸
し
め
す
：ょ
ぅ
に
，
無

政

府

主

擊

：の

靈

ば

、
同
時
に
、
勞 

働
者
險
級.に
ょ
：る
政
治
活
動
"
議
会
活
動
を
基
調
に
し
た
政
治
活
動

.̂
い
う
政
.

治

：
コ

ー

ろ

が

、

H
M

： S

に
確
認
さ
れ
る‘にM

っ

女

こ

と

钇

豪

し.て
へ
い
た
。
ま 

た
、
'麓

府

主

馨

と

父

か

が

る

政

治

：

コ
；：

丨
メ
の
確
立
：の
が
，め^ :

、.：

マ
ル
：ク
.ス 

:

主
,

社
会
主
義
諸
政
党
が
、
：：組
合
主
義
者
、
改
良
主
義
者

.と
：、

y

基
本
的
に
は 

1

致

し

：
：て

行

動

し

た

.
と
：い

之」

と
の
中
に
、
：
1

^

光
0

繁

の

：
、
：
：
マ

'
.ル
ク
ー
ス
.

4 

義
諸
政
觉
の
性
袼
が
ぅ
が
が
お
れ
を
で
ぁ
ろ
5;
;

。
::
'

.
土
.

ン
^

ルt
c

が
、
：ど
ぅ
し
た
国
際
的
社
童
義
蓮
動
の
方
向
を
、
：ど
の
ょ
ぅ
：
 

に
評
価
し
て
い
た
：か
ぽ
公
が
れ
の
フ
最
後
の
窗
際
会
讓
出
席
と
な
ス
だ
、
：

.チ
：H 

I

リ
ヒ
大
会1

1

八
九
三
年)

で
の
'
 

藝

の

辞

の

中

に

、
，ほ
ぽ
ぅ
が
が
ぅ
こ 

と
が
で
き
る
。

•'
'
:
と

の

醫

の

辞
.に
お
い
て
、

「

エ
ン
，ゲ
：ル
ハ
ス
は
、
.

無
政
府
主
義
者
の
排
除
が
ノ.
 

第
.一V

ン
タ
ナ
シ
3
ナ
ル
の
闘
い
の
勝
利
を
い
み
す
る
も
.の
で
あ
る
と
し
、.，.さ
... 

ト
に
、.と

の

犬

会

が

、
彳

ィ

- ¥
^

:
ス
の
労
働
組
合
に
ぴ
ろ
く£ 1

尸
を
.ひ
ら
い
て
い
；
 

名
こ
と
を
、
非
常
に
だ
が
く
評
価
し
.て
い
^

の
で(

知
か
;0
;

十

,'
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. 

V
. 
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..
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J. J
o
l
l

は
、
第
二
ィ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
，歴
史
を
、
ド
ィ

ッ
社
会 

民
虫
党
の
：支
配
と
フ/

ラ
ン
：メ
社
会
主
義
者
.の
陵
逆
^.
し
て
把
え
、
. '
フ
ー
フ
ン
ス
ン 

_
■、
社
会
主
義
者
の
，
反
藤
が
：
、
い
ー
ハ
九

0'
:
四
年
^
敗
牝
^
た
こ
と
を
故
で
へ)

第
：ー7: 

ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
悲
劇
の
一
つ
の
原
因
と
み
て
.い
る
。
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o
I
I
T
h
e
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注
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く
目
象
”
0
&
.は
、
太
会
の
名
称
.が
'つ
ぎ
の
ょ
ぅ
に
変
つ
て
き 

'.
■
た
こ
と
が
、
-
の
：こ
^
を
.；じ
«
ロ
て
い
る
'と
し
：.て
''い

■:

1
800
9
_
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a
e
w
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1
8
9
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A
c
o
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i
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尊
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n
g
r
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v
a
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h
e

 

Second 

International,pp, 

2CO

,.
.

〜
3

0
'

.
•
. 

.

. 

. 

V
'

 

,.
■

•:'
.

.

;

•. 

•

.

.

 

_ 

■

•■」

v
§ d

e
r
’Esch, p. 33.

<

注
5

)

 

p 

u. H
.

 

c
o
l
e
,
.
.
p
.

 

3
4
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v
a
n

 

dal
r 

E

w

c

i

v

p
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co
4
， 

•

(

注
6

>
 :

エ
ソ
ゲ
ル 
' 

ス
；：「

チ
: -
！

y

ヒ
大
会
に
お
け
る
閉
会
演
説

J
、

マ' 
ル
ク
. 

:;

ス
>

-

シ
ゲ
：：ル

j

ス
：選
集
：：

(

太
月
書
店
版)

、
第
十
七
巻
、
一
七
六

〜

一
七
八
頁
。

⑶

ノ
以
上
に
概
括
さ
れ
た
、
：'
国
際
社
会
主
義
運
動
の
状
況
を
者
慮
允
い
れ
た
ぅ
え 

で
、一

八

九

〇

案

に

、
は
っ
き
り
し
た
形
で
あ
ら
わ
れ
る
に
至
ケ
た
、

エ
シ 

.ゲ
^
冬
の
議
会
制
度
に
対
ず
石
新
し
い
態
度
め
問
題
の
考
察
ぬ
ぅ
み
ろ
次
。
そ
、 

の
た
め
に
は、
' 一
八
九
〇
案

以

前

の

、

マ
ル
.ク
ス
も
含
め
；た
;'
:

>

か
れ
ら
の
政 

治
活
動
ね
对
寒
览
解
が
：ハ
.同
時
に
検
討
さ
れ
る
宓
要
が
あ
各
ぅ

。
::
■
.

へ：

：> 
第a

 (

ィ
ン
^

ナ
；シ
：ョ1
:デ
^
は
、
'1;

八
六
四
年
九
月1
1十
八
日
、
\ 口
ン
K;
:ン
で

一

九

(

六
八
九
> 

ン

違
？̂

-

;

-

^

^

i

f

す.,.，，

 ̂u 
s 

at
-p
i
tcbf



創

立

太

会

を

ひ

ら

い

て

か

ら

実

質

上

、

最

後

の

大

会

に

な

っ

た

ハ

I

グ

大

会
 

(

一

八

七

ニ

.年

九

月

-;
日

〜

七

日)

ま

で

の

八

年

間

に

わ

た

る

活

動

を

通

じ

て

、 

そ
の
後
の
社
会
主
義
運
動
知
^

大
乾
な
影
響
を
及
ぼ

1>
:
た
。

ベ

'
-一
 

.'
'■、「

労
働
者
階

,

.0
;
傲

護

-:
;>
-
凌

張

ぉ

0;
:;
び

{
1塞

_
解

放

を

め

矣

オ

団

体

：の
ぐ
豳
絡
ー 

と

斷

力

の

中

^
部

」
(

傍

点

筆

者

)

と

い

う

、

，ゆ

る

や

か

な

組

織

で

出

発

し

た
 

第

1

ぞ

ゾ

タ

ホ

シ

a'
*

ル
：.：ば
、
’：皆

峙

^
.
:洛
ま

左

$
な

理

論

1

袼

の

社

ム

蓮
 

動

を

包

含

す

る

.こ
，と

と

な

マ

.た
。

■ 

.

第
一
ィ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
運
動
を
通
じ
て
、

プ

ル

I
◊ト
ン
主
義
、
ブ
ラ
ン

. 

キ

丨

茧

義

、

バ

ク

丨

-=
-

ン

主

興'.
>
7:
'
ァ

サ

丨

ル

茔

_

に

对

す

：る

、
-.
'
-,-
.
:マ
ル

ク

.. 

ス

、

工 >
:

ゲ

ル

ス

..の
批

判

を

貫

く

も

の

：は

何

で

^
ろ

}
か

。

ぞ

れ

は

、

労

働

者
 

階

級

の

解

放

は

、

労

働

者

階

級

自

身

に

よ

.っ
で

か

ち

と

ら

.れ
な
け
れ
ば
な
ら

. 

ず

、

.そ

'の
た
め
に
ば
、

.
"独
自

の

労

働

者

政

党

を

組

織

し

、

政

治

權

力

の

獲

得

に

. 

向

わ

な

げ

れ

ば

^
ら
ぬ
ス
と
い
を
こ
だ
で
あ
っ
た
？

マ
ル
ク
ス
.と
工
ン
ゲ
ル
ス 

は

、
，.社

_

勤

の

'さ

.ま
ざ

，本

Q

理

論

が

、

.そ
の

性

格

を

異

に

し

て

‘は
い

る

が

、
.
. 

I

活

動

.の
商

.で
ぼ

、
',
;
労

響

階

級

の

®

5
衝

1

ゝ
藤

^

^

舍

排

斥

し

、
.
政
 

治

権

力

^

^
の

必

要

を

否

定

し

,'
労

働

者

政

贫

創

設

の

意

義

を

無

視

^

そ 

れ

ら

の

#
:
点̂

を

と

ら

え

て

枇

判

し

.た
。

例

え

ば

.、

マ
ル
ク
ス
は
、
.プ
ラ
ン
キ 

.
1、壬

義

者

と

バ

ク

ー

 

ニ
ン

主

義

者

の

一

致

点

を

つ

ぎ

の

よ

う

に

い

っ

て

い

る

.0

. 

ぐ

「

わ

が

プ

ラ

X

キ

I
主

義

者

た

ち

比

、
-も

っ

A
も

徹

底

し

た

、も
っ
と
も
極
端 

.な
傾

向

を

代

表

1>
よ

.う
と

士

る

点

で

ク

*ハ
^-
:
丨

-;
:歎

老

翁

者

だ

ぢ

と

^ ,
. 

い

る

デ

そ

れ

ゆ

え

彼

ら

ば

史

た

、

つ

い

で

に

い

う

が

、

H
標
に
お
い
て
は
バ
タ 

! 
ニ 

.ン
主

_
豸

た

ぢ

ど

ま

っ

た

く

対

立

し

て

い

る

が

、
手

段

に

お

い

て

は

、
し

ば

し

ば

バ

ク

1
-
1■ン

主

義

者

た

ち

と

1

致

^
>る

0」

：

政
治
劳
の
獲
得
と
い
ぅ
点
かe>
'
、

労

働

者

階

級

の

'
政

治

活

動

を

説

い

た

マ 

.
1嘴
ダ

ス

；-
:

モ

ン

賴

が

ス

ft

U:
指

摘

す

る

：と

.ど

%5
^

^
の

限

界

性

ゼ

明

^>
'
:か
^

し

、
：_

闘

争

ど

^

5
運

動
 

の

関

係

、

労

働

組

合

と

政

党

と

の

関

係

に

つ

い

て

も

、

重

要

な

見

解

を

明

ら

か
 

に

.1,
て

^ -
舍

：り
'-
-
-八
：六

八

年

十

月

士

】

：百

付

'>
,

->
ブ

ィ

：5,
-
;ヶ
1
 

:マ
'ル
ザ

ス

が

q

ラ

ッ

サ

.：.
ル

主

蕃

が

支

配

す

る

ド

ィ

ツ

総

同

晛

解

散

を

、

宗

派
 

違

動

か

ら

階

級

蓮

動

べ

の

ド

ィ

ツ

労

働

運

動

の

歴

史

的

転

換

：と
：み

て

い

る

こ

と
 

r
:
:労

戤

袓

合

運

動

に

対

す

る

高

ぃ

見

識

.を

示

ず

も

の

, 

耍

す

る

に

、

マ
ル

'
ク

ス

2

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
第
一
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
活

動

を

通

じ

て

、
：従

来

の

社

会

運

動

と

労

働

達

動

'の
諸

理

論

が

、
.
い

か

に

時

代

お
 

益

れ

で

あ

る

：か

'を
明

ら

如

に

：し

::
1'
:労

働

者

階

級

の

連

動

に

、

階

級

的

！
^

を

与
 

え
る
こ
と
に
よ

.っ
て
、
当
時
に
お
い
て
、

'.
も

っ

：と

も

合

理

的

、

先

進

的

な

連

動
 

の

内

容

と

形

態

を

創

造

す

る

努

力

を

払

....
？
た

.と

.：い
ぅ

.こ

.と
が

で

き

る

。

当

時

の
 

国

際

社

4
^

義

^

1

.に

-'
ブ

ル

、ク

.
'ス
主

義

が

大

き

な

影

響

カ

を

与

え

る

こ

：と

が
 

で

き

た

の

.

も
、
. ：：

そ

め

理

論

が

科

学

的

で

体

系

的

で

あ

る

ば

.か
り

で

な

く

、

そ

の
 

遒
動
の
と
議
が
、へ

I

の

歴

史

的

諸

条

件

に

適

疮

し

て

い

た

こ

と

に

よ
 

る

も

0
で

あ

承

だ

;,
0

.い
：か
：に

馨

の

マ

ル

ク

ス

、

エ：ン
ゲ
ル
ス
が
、
と
の
闻
に 

お

い

て

す

ぐ

れ

た

能

力

を

も

っ

て

い

た

か

は

、

一
切
：‘の

中

間

段

階

や

妥

協

を

拒
 

:み
、
一！
i

^
w-
晰

ぬ

直

進

す

な

与

と

を

^
:っ
で

、；

共

産

主

義

者

の

真

価

で

あ

る

と
 

主

張

し

た

ブ

ラ

次

ネ

ー

主

義

者

を

批

判

じ

た

、
ら

ぎ

の

言

葉

の

中

に

.よ

く

示

さ

.

:

:

c
 荏
7)
.

-
 

れ

て

い

.る

。

.

■

 

•

.
ド
ィ
ダ
の
共
産
主
義
者
だ
ち
は
、
彼
ら
が

’
彼
ら
に
ょ'-
?
て
：で

は
-^
く
、.歴
：
 

史
的
発
展
に
：ょ̂
て
ザ
：く

ら

れ
：る
い
：一
？
さ
：
い
：の
中
間
駅
：や
妥
協

を

^
:お
し
：て
終 

局
0
的

一

^
鉞
の
®

4
--
;
>
:
も
は
.

^
や
®

手
段
.の
§

め
：な
い
社
会0
: 

樹
立
音
明
瞭
に
爲
七
ぉ
七
¥
つ
追
求
中
る
が
：ゆ
ぇ
に
、
：：

^

^
義
者
な
：の
：贫
お
：
 

各OJI.C

傍
点
筆
者

)

V
.

と

©.
時

期

に

：お

：.い
：ズ

？

^
办

ょ

ぅ

.に
し

で

、

^

^

級

が

：̂

5

カ̂

务

獲

：
 

得

す

る

と

マ

ル

ク

ス

、

エ

ン

ゲ

ル

ス

が

考

え

て

い

た

か

は

、
、

パ

リ

•

コ

ン

ミ

ュ 

ン

(

.一

八

七

一
年)

の

あ

と

で

、

マ

ル

ク

ス

が

お

こ

な

っ

た

「

ア

ム

ス

テ

ル

ダ
 

ム

の

，公g

会
に
：お
け
る
演
説

」

-'
'
:

(

1
.
:八
七
1
1
:年
九
月
^

.

.

.

.

.

.
'

:.
:

-.
5 

I
: 

- 

■

(

注
8)

.
：

が
で
き
よ
う
：
即
ち
マ
ル
ク
：ス
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

；

;
:/
;「

あ
た
ら
し
い
^

^

織
.

ち
：た
：て
备
だ.め

：
に

、
^'
つ 

力
を
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
ら
は
旧
制
度
の
さ
さ
え
と
な
っ
て
い
る 

旧
政
治
体
制
を
転
镫
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
，

…

：
.■も
ち
ろ
ん
、
私
が
こ
う
い
っ
た 

か
ら
と
て
、
こ
の
自
標
に
た
っ
す
る
手
段
が
”

ど
，こ
で
も
‘お
な
じ
だ

、
と
い
う 

ふ
う
に
ほ
の
め.か
す
も
の
と
と
ら
れ
て
は•な

ら

ぬ
.0
そ
れ
ぞ
れ
の
国9

制
度
や 

や
伝
統
に
た
い
し
て
特
別
な
考
慮
が
は
ら
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と 

を
ハ
：吾
々
は
し.づ
ヤ
い
る
0
:合
衆
国
や
：\
-ギ
：リ

ス
.0
:
-̂-
う
に
;>
:
:赞

雪

が

平
^
 

的
手
段
に
よ
'っ：

て
.そ
.の
目
的
を
た
.っ
.す
る
の
ぞ
み
：の
あ
る
国
が
存
在
す
る
こ
と
' 

を
、
：晋
々
は
咨
定
し
な
い
。

…
…

が
、
た
と
い
そ
う
で
あ
る
に
し
て
も
、
た
い 

:て
，い
の
■大m

国
m
ぼ
、
：強
力
が$

"
の
：挺
牙
ぶ
な■
な
け
^

5
な
あ
ぬ
だ
ろ〈 

ぅ

ど

， 

.

.

.

.

.

.

■:̂

上
_の
：こ
と
ば
に_
ら
.か
な
よ
う
'に
、
ア
.メ
リ
'力
、
' .ィ
ギ
..リ

ス
、
オ
ラ

ン*タ...

.

:
議

会

制

度

^

ェ
..ン
.ゲ
ル

...ス
：
..
 

■

を

-
つ
の
例
外
と
み
て
タ
大
陸
諸
国
に
お
い
て
ば
ぃ
補
カ
を
革
命
の
挺
子
と
し 

て
考
え
て
い
る
。.こ
の
場
合
の
強
力
と
は
、
パ
リ
.
コ
ン
ミ
ュ
ン
に
し
め
さ
れ 

た
形
態
を
意
味
し
て.い
る
と
み
て
誤
り
な'い
で
.あ

ろ

ぅ

。

さ

ら

に

、

,.
.
/
普

通

寧

举
 

権
に
つ
い
て
、

ラ
ッ
サI
ル
が
絶
対
視
し
た
こ
と
を
批
判
し
、
出
版
、
'結
社
、

一：W

K
O.
.自

由

を

と

ん

な

知

ず

、
：へ

強

力

.な
。フ
^

レ

タ

リ

を

ー

ド

の

政

治

的

組

織

を

(

注 
9 

5
.

欠

い

：た

普

通

■

は

ぎ

ま

ん

に

す

ぎ

ぬ

と

き

び

し

く

批

判

し

、

普

通

選

挙

：を

、

. 

'
.
ハ
 

' 

(

注
10
.
.

) 

. 

. /

せ

：い

*

い

政

治

^

?

•に
.お
：け

る

宣

伝

め

！
*

と

：み

て

.い
る

：̂

と

ほ

、
：
■以

上

の

こ
 

と

と

切

離

し

て

は

考

え

ら

れ

な

.い
。
当
時
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
議
会
制
度
に
対
す 

へ
る
評
佩
を
し
へ
め

1

,^
の

上

^
て

法

-@
さ

れ

る

。
:-
.

:

:-
:;
:ー_

祀
--
-

の̂
>>
厲
バ

コ

シ'、
、
:-
'
'

動

を

¥
斯

的

に

困

_
に

：レ

.た
：が

、

卞

ィ

：ツ

ー

を

中

心

に

そ

の

.回
復

は

急

速

.で

あ

っ 

丧

;:
°
第

.-
*
一一
 
ィ

：.ツ

^
ナ

ツ

^
ナ

>
.が

生

れ

る

.
j
v-A
A
九

.年
拿

で

：.の
十

ニ

^

-
社̂

、 

い

わ

ば

第

；_
1
:

「

イ

' %
タ

庚

^

ョ
：：ナ

.：ル
淤

ま

い

た

社

会

主

義

.の
潼

子

が

、
：
そ
 

.の
国

d

囊

と

玉

嬢

め

中

で

# :
坐

え

、
：
：成

場

る

時

代

で

あ

：マ

た

。

「

こ

の

：時

代

. 

は

.ま
た

、

後

述

す

る

エ

.
ン

ゲ

ル

ス

.の
議

会

制

度

に

対

す

る

新

し

い

態

度

が

、

成
 

熟

す

る

時

期

で

も

あ

った
の
で
あ
る
。

こ
の

意

味

で

、

一

八

七

七

年

の

ド

ィ

ツ
 

選

挙

の

成

功

に

対

す

る

土

表

ゲ

ル

ス

の

麗

が

フ

ま

ず

注

珥

さ

れ

る

。

,:
.

エ
ン

ゲ

，
ル
ス
は
、

一
八
七
七
年
の
に
ィ
ツ
選
攀
の
成
功
が
国

^

卷

え

：た

影
 

響

と

じ

：て

公

労

働

者

の

；あ

ら

ゆ

名

政

.

な

活

動

に

1

的

に

反

対

し

、.
.
選

挙
 

参

_
を

今

逆

レ

：.ダ
束

ァ

丨

€

の
；利
益
ー
0:
;
裏

切

り

：と

み

て

、

^

^

.の
暴

ヵ

革

命

以

_ 

外

の

ど

ん

な

活

動

方

法

も

み

と

め

な

い

ア

ナ

ー

キ

ス

ト

が

、

理

姓

の

点

で

も

、
：： 

.:|
|
戴

の

点

で

も

権

威

を

失

つ

：1:
>
;1>
、
；
本

当

'の
労

働

者

的

な

人

が

と

が

、

ょ

り

合

■

:

.
 

二 

一

(

六

九

一)



理

的

な

活

動

方

法

に

つ

，
い

-て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
点
を
あ
げ
て
、

つ
ぎ
の
よ 

(

§

 

‘

.う
に
い
っ
て
い
る
。

^

■

■

_

惠

ハ
■

間

寒

だ

_

_

&

濃

の
あ
い
だ
に
、
個
々
の
，国
の
労
働
者
，の
あ
い
だ
に
さ
え
も
、
多
く
の
こ
と 

な
っ
た
意
見
が
存
花
し
て
い
る
。
し
か
し
す
で
に
分
派
は
な
く
、
す
で
に
独

！
^
 

的
正
統
派
と
か
理
論®

i

と

か
の
主
張
竹
な
い
。
か

A

ト

^

斷

汾

か
^;
兄 

:

ち
れ
た
^
■

の
狩
®

画
：が
あ
る̂

け
m
表
る
。#

ド
.
>:«
訏

画

：
は

玟 

国
民
ぐr,

個
.:̂

.の
11
^

の
；.さ
^

^
ま

.な

条

件
'̂
'

自
由
に
逾
合
':1.
'/i
:

が
'̂
も

、

そ
れ 

.に

も

か

か

わ

ら

ず

、
，
，
そ

の

.装
本
的
な
^

^
を
.た
も
ち
、.そ
.の
，
よ

う

に

し

て

R
的 

の
：：：一
:徽

法
、̂

1
嚴
級
に
潘
る
労
麗
诸
階
級:1
#

に
^
る
労
働
菩
階
歟
の
解
，
 

放
と
い
う
共
通
の
任
務
を
達
成
す
る
た
め
に
も
ち
い
ら
れ
る
手
段
の
：̂
通
の
奢 

'应
と
含
確
保
し̂

い
本
の
で
あ
る̂

バ
傍
点
筆
者)

.'
-

;::
.
:.''
;■
〒

..

)

：

こ
こ
.で
は
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
が
、
政
治
活
動
を
、
選
挙
と
議
会
へ
の
労
働
者
階
一 

級
の
代
表
選
出
ゼ
vv
う
s

^
で
：強
調
し
:r
い
:̂
こ
ーA
Jと

、
：
，
ド

ィ

泠

選

挙

Q
成

功
.:
., 

冷

襄

櫸

に

、
.か

か

る;:
4
;
:の
>:
:
じ

そ

の

政̂
5
働

が

：
ョ
：
.
| 

P
'/
>>
の

労

働

者

階

級

；
ニ 

の
#
動
の
統
一)

^

^
活
す
る
;:
4

の

->
1
-1
.
て
把
え
て
や
る̂

と
が
注
目
逢
れ
る
。
：
：
：：
 

と
.

の
よ
う
な
変
化
は、
' イ
ギ
リ
：ス
の
政
治
的
発
展
：に
新
し
.い
1

を
画
し
た
と
.

.

. 

一(

注
12
> 

•

-

評
価
し
た
一

八
七
四
年
の
ィ
ギ
リ
ス
の
選
挙
、

ス
ペ
ィ
ン
に
.お
け
る
バ
タ
I 
ニ 

(

注
13) 

, 

.

'

:

.

シ
主
義
者
の
.失
激
ハ
：
：
べ

(

ル
.ギ
;|
,に

お

：け

る
j

A
七
；五
年
を
境
と
す̂

フ
ル
：i
ド 

ン
：
主

義

者

の
^

#
と
労
働
者
階
級.の
運
動I

總
化
、

」

イ
タ
.リ」

丨
.ね
お
け
る
バ
ク
，
ー

(

注

1 6
> 

- I 

.

.

J >1

ン
主
義
者
の
敗
北
、
な
ど
の
当
時
の
経
験
を
背
景
に
も
つ
て
い
る
こ
と

.

■ 

ニ
ニ 

(

六
九
ニ)

は
、H

ン
•ケ
ル
ス
の
通
信V 

i

か
ら
推
察
で
き'る
。

.
他
面
、
.vl V

ケ
：ル
ネ
の
、
こ•う
し
た
霸
活
動
の
重
揭
は
、
：
翁
席
数
、
得
票 

数
の
#

加
の
ほ
か
に
、
こ
う
し
た
効
果
的
な
手
段
に
よ
っ
て
労
働
者
觉
の
創
說
：
 

_
.と
強
大
化
を
意
因̂
,た
も
.の
.で
も
あ
.
.っ
た
:'
0

.

.
ェ
.ン
，.ゲ
ル
.ス
.が
' (

.マ
ル
ク
ス
.も
含 

め
で)

.
当
時
労
働
者
党
と
し
て
構
想
し
て
い
た-%
の
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で 

あ
，っ
た
か
は
特
に
興
味
の
も
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
^
释
 

現
実
的
な
形
態
と
し
て
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
ド
ィ
ッ
社
会
民
主
觉
と
は
別 

に
、
ィ
ギ
，リ
ブ
の
場
合
に
は
、

「

個
々
.の
職
業
別
め
組
合
と
な.ら

ん

で

、

，
あ

_
る 

、い
は
そ
れ
ら
の
組
合
の
う
え
に
、

(

つ
べ
ら
れ
る)

、

.

.

I

般
的
な
結
合
体」

、
'「

•金

称

2

先

て

©

-^
働

者

麗

：0

政

治

議

,

$

.

い

.う

、

'̂
ゎ

め

^

ー；
磨

、
へ

盡

.

的
;̂
表
現
が
：.用
.
.い
；.
^
0
,
れ
て
.い_.る
4:
と
.が
注
.目
さ
れ
る
点
.
あ̂
る
'と
、
.
.指
摘
す
る
.

-に
：と
发
め̂

3
:
:
h:
'
:
:.:
-:

.

.
ベ

：
-'
'

'
.
:
:
労

働

者

階

級

の

政

治

活

動

：を

.'
>)

：普
通
選
挙
^

§

制
度
を
内
容
ど
し
て
考
え 

'る
迄
0.
;<
]
:
4な

篇

が

、'
;ー
：
：
八

；
八
0
箱

に

は

；'層
強
ま
？
て.い
る
こ
と
ほ
、
；
.

:
,

(

往

17
> 

/
 

- 

. 

I

W

 

(

注

19
>

，へf

A
八J

#
、

. ： ■『： <

八
四
年
、.：；な
ら
び
£

\
八
<
七
年
の
ド
ィ
：ッ
選
挙
を
、
'マ 

.ルV

ク
ス
'
.と
^
>
,
;
ゲ

ル

，
ス
：が

、
：
，
ど

：
れ

ぼ

：
ど

重

視

し

、

:'
'
'
'
'
期
待
と
興
奮
で'む

が

.
え

た

か 

，に
；

て
わ
_
%
0
:
/
:

ま
-た
、?.
.

"

^

(

ゾ
ッ
：ィ
ア
ル 

ザ
夫
ク
^

|
ー：ト

」

-.
.
.
'
-
'
-

に
よ
.せ
た
論
次
で
、
；
ロ.シ
プ
の1

1
^

式
を
、.：
口
シ
ナ
：の
条 

件

の

；%
と
、
で

承

認

す

る

：
と

と

も

^
,
;西

：.
ョI 
ロ
:ッ
。C
;5
J
れ
を
ま
ね
る
者
は
、

:
:ロ
^

ァ
あ
革
命
家
の.讓

者

で

も

同

志

：
で
：も

な

く

、

そ

.の
最
悪
の
敵
で
あ
る
、

■>
批
難
し
て
い
る
こ
：と.に
よ
っ
て
も
う
か
が.わ
れ
る
。

I.

八
八
0
年
、_ 

.マ
ル
ク
ス
と
ェ
、ン.ゲ
ル
.
.ス
が
.
、
.
' ゲ
丨
ヤ
.の
も
と
^
.に
^
じ
て

ドイ ッ社会民主党帝国議会選挙...... ...-パ.''.. ,
#  _ 数 得票率 議席数

1871; 113,048 2.91 2
1874 350,861 6.76 10
1877 ; 493,258 9.13 12
1878 ’ 437,158 7,59 9
1881 311,961 6.12 13
1884 549,990 9.71 25
1887 763,128 10.12 11
1890 1,427,298 19.76 36
1893 1,780,989 28.21 48
1898 2,113,073 27.23 56 .
1903 3,010,472 24.0 81
1907 3,259,020 24.4 43
1912 . 4,250,329 34.7 110
1919 11,509,048 37.9 165
1920 5,614,456 21.9 113

J. B erlau; The German Social Dem­
ocratic Party 1914^1921, p. 348.

ロ
述
し
た
、：-1
フ
.：ラ
^
ズ

社

童

義
^

^

党
綱
領
涇
：；で/は
、
4
霊

選

挙

権

を
,

.

.:
■.

「

欺
瞞
の
用
具
か
ら
解
漱.の
：
用

具

ぬ

転

化

さ

れ

る

手

段

」

：
：
，.と

レ

て

規
 

.

.

.
ロ

 V

タ
..リ
7—

ト
が
駆
使
'で
き
■る
他
の
手
段
■と
あ
わ
.せ
■て

こ

れ^-
用

い

る

こ

と
 

:

を
ぅ
た
っ
て
い
な
。' 

.

一
A:
A

a
年
悅
^

バ

議

餐

藤

ヒ

參
.る

評

価

：
の

点

芡

ゃ

以

上

；
の

^

た
±:
.ぅ
:: 

な
成
熟
を
し
め
し
た
と
は
い
え
、

、一
つ
の
転
機
を
し
め
す
の
は

一
八
九
〇
年
代
■

.

:

ぬ
ぉ
ぃ
；
：
て
甘
知
づ
威
。
：

_
:の
一̂

^
裏

欧
«'
ャ'.
'
:ー：
八

丸

〇

年
--
*
1:月
の
ド
千
义
へ 

r
:

養

民

至

党
©
選

挙

：の
犬
勝
利
：
"
»
表

参

鳳

:>
:
:へ

;#
板
^
つ
％
_

会

主

義

、

:
;
:者
_

塵

也

.
=ビ
：ス
％ 

:-
v
:
h
:
v
: 

く

一
八
九
〇
$

のh

ン
ゲ
ル
ス
の
議
会
制
度
観
は"「

フ
ラ
ン
.ス
に
お
け
石

，

聽

霞

i
:

摩

文
-
1へ
呢
龙
五
年
三(

月
>
-
匕

凄

成

さ

れ

ゃ

議
会
制
度
と
エ
ン
ゲ
ル
ス

こ
れ
を
考
察
し
た
い
と
思
う
。

，
：

::
:
ic
.
ソ
ゲ
：ル
ス
ば
、.
^
の
K

力
月
前
に
か
.い
た
と
.の
序
文
に
お
い
て
、.0
0
^

:

階
級
の
闘
#

^
件
の
本
質
的
変
化
を
指
摘
し
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
を

0 

_ 
ノ

--
1
国
民
間
0
戰
争
ー
の
条
件
が
変
化
し
た
と
す
れ
ば

、

そ
れ
に
お
と
ら®

級 

M

争
か
識
^

^
秦

化

し

：た̂

だ
。
,,
:
.奇
襲
の
時
代
、
：
す
な
わ
ち
議
の
な
.い
大 

衆

：
の

先

頭

：
に

た

：
っ

.た
意
識
あ
：る
少
数
者
が
證
七
：た
革
命
の
時
代
は
す
ぎ
さ

-?

■

た
。.:

社
会
組
織
が
完
全
に
変
革
さ
れ
る
た
め
に
は
、
大
f

身
が
そ
の
変
薄
に 

ぐ
く
わ
わ
り
、：：彼̂

2
身
が
-,
>
問
題
の
本
質
は
な
に
か
、
，
な
ん
の
た
め
に
彼
ら
ぼ 

身

体

と

生

命

を

：
か
：
け

.て
行
動
.を
.お

こ

，す

の

か
.
.を
:'
-
>
:
.
み
ず
か
ら
す
で.に
.理
解
-^
て 

:
い
，
な

げ

れ

ば

：
な

ら

康

.い
O

S
の
こ
と
を
、
晉
々
に1

五
十
年
の
歴
史
が
お
.し 

.え
て
く
れ
た
.の
だ
。

」

： 

■ 

' 

,

■;
ご
の
よ
う
に
、.
.

1

八
九
五
年
と
い
：う
诗
代
に.お
い
て
、.
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
労 

:

働
者
階
級
：の
：
i

条
件
の
f

を
正
面
か
ら
と
り
あ
げ
た
が
で
こ
うU
た
変
化 

へ
を
生
む
に
至
：？
た
：要®;
ど
：し
て
、.輋
事
的
要
因
と
政
治
的
要
因
と
を
あ.げ
ゐ
。

へ、"
箪
事
的
要
因
に(

っ
：
い
：
て

ば

：
フ

窜

隊

杈

強

大

化

と

、
ン

火

器

'
'弾

薬

等

：
の

攻 

:.

.の
飛
躍
的
増
犬
等
、
；
軍
事
科
学0.
畫

爽

-'
.
.軍
隊
の
顿
に
有
利
に
、
反
乱
者
の 

側
に
ま
す
'ま
す
不
利
な
条
件
を
つ
く
り
だ
し
た
_
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
と 

-
•き

®

軍

事

響

疼

む

る

状

況

の

一

変

化

と

と

I

、：，
普
通
違
挙
が
、
ぐ
敵
味
方 

の
力
の
状
況
を
はっ
き

り

と示
す
こ

と

に

よっ
て
、
無
謀
な
反
乱
が
ま
す
ま
す 

.不

.可
能
_と
.な
'っ
た
と
.と
.も
考
慮
さ
'̂
て
い
る
.̂
.み
て
よ
ヵ
ろ
う
-;
°

::
-
.
.

vi
,
ず
れ
®

*

一
成
い
^

味

で

の

：
が
；か

る

^

ヵ
バ
ー

し
、
ぢ
ら
に
4
員
以
上
.に
勝
利
の
展
望
を
与
え
る
に
至
っ
た
ま
治
的
要

5

1

1

:
袋

九
：
§
:
:.
'

,

.

R
! !I：
I
I



因
と
は
何
か。
’

エ
シ
ゲ
ル
ス
は
、
と
れ
を
、.労
働
者
党
に
よ
る
、
普
通
選
挙
権
と
議
会
制
度

の
運
用
の
中
に
み
る
の
で
あ
る。

.

.

' H

ン

ゲ

ル

ス

は

、

ド

ィ

ッ

の

労

働

者

の

功

績

は

、

「

万

国

の

岗

志

篇

-:
:
い

：：か
ー

に
普
通
選
挙
権
が
も
ち
い
ら
れ
た
か
と
い
.う
範
例
を
し
め
し
て
、：

一
つ
の
あ
た
.

.
ら
し
い
、
も
っ
と
も
鋭
利
な
武
器
を
あ
た
知
。た

」

こ
と
で
あ
各
と
い
い
、
普
通

入

議

権
Q
効
果
：

g
M

用

放

醫

屢

ね

护

办4:
:
5'
:
な
展
望
を
知
た.え
各
が
：に'
^

■ 

■ 

. 

i

v
 

'

い
て
、
つ
會
の
よ
欠
に
述
べ
て
い
る
。

 

.

.
‘

「

こ
う
し
た
普
通
選
挙•権
の
効
果
的
な
利
用
に
よ
っ
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
I

入
-'
.

(

，ト
の
杀
う
た
く
あ
允
ら̂
い
關
争
方
法
於
も
ち
い
ら
れ
は
じ
め̂
ぞ
れ
は
す
み
',

や
か
に
■

を
と
げ
.た
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア■.
♦
V
Iの
支
配
組
織
で
あ
る
国
家
機
構
は
、

労
働
渚
階
級
に
も
っ
と
多
く
の
手
が
か
り
を
あ
た
え
る

——

す
な
わ
ち
、
そ
れ

:
.•

'
‘
 

、

.

.

.'
■を
本
？
て
穷
働
者
階
級
农
£
:の
国
家
麗
名
の%'
'
の
：を
打
倒
オ
漆
な
ど
办
：：で
^

.

.る
手
が
か
れ
を
。

J::.(

箱
:̂
筆
者)

''.

V
'

 

^

こ
の
よ
う
な
展
望
の
も
と
に
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
大
衆
が
な
に
を
な
す
べ
き

か
を
理
解
す
る
た
め
の
、
な
が
い
あ■い
だ
の
忍
耐
づ
よ
い
仕
事
、、
す
な
わ
ち
、

.

.

.
の獲福宣伝

.

.と議ム動

-
~
~
:
^
.

':
政
治
活
動
の
中
心
に*

え
^
の
.：で
'̂
;

■
'' 

ぢ
:°
 ̂

 ̂

.
V 

- 
:;
:
\
:
;
:'
-
;'.
:
ゾ
:'
'::'.
.'.
..
■:
■'
-
,
■'
;

;
;
>
:.
,
;.'
.
.
I
'.
:

:'

.し
か
し
、
：

1

蒸
選
挙
、
、
雪

制

度̂.
、ノ
政
歡
活
：軌
の
中
心
.に
^

東 

::'
も
、

エ
：ン
ゲ
：
.ル
；ス
が
い
か
に->
-

」

れ
を
慎
重
に
扱
知
た
か
を
、
：：

..つ
ぎ
に
検
尉
じ
た
：
 

'い
と
思
5
。:

:

入 

.

; 

: 

.

.

. 

- 

•

ノ
 

. 

' 

, 

.

.

.

■■
.
■
■
■
■
-

■
.

.

.

. 

. 

一
 

.-

.
' 

. 

.

f

.

'

.

:

'

マ

.

'.
■

'.
:

,

^

エ
ン
ゲ
ル
_ス
は
、
そ
の
範
例
と
し
た
ド
イ
ツ
吵
場
合
で
さ
え
、
普
通
選
挙
権
：
 

を

利

用

し

、

_

会

に

進

出

す

る

こ
と

に

ょ

っ
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下

、

こ

の

点

に

つ

：い

て

爵

:^

て
み
た
1>
,

0
.'.
::
-
;
;
'
.

I

L

>
 

'.
'普
通
選
#
と
議
会
制
度
を
中
心
に 

'.
.考
え
.る
に
至
.っ
た
時
、
そ
め
莲
礎
に
は
、

一
定.の
現
状
認
識
が
あ
っ
•た
こ
と
は
へ 

明
ら
か
で
あ
る
。
 

•

:現
藝
識
と
い
ぅ
点
で
、
-'
;龙
ず
注
目
さ
：れ.る
：
こ
上
：
は
、

;'
...'
国
際
的
規
摸
で̂

働
渚
階
級
の
^

^

カ
獲
得
に
つ
い
て
、：：
^

ン
.ゲ
ル
ス
が
非
常
に̂

m
s

な
見
：
 

通
し
を
た
て
て
い
：次
と
と
で
あ
る
。

 

-

即
ち
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
政
治
権
力
獲
得
を
、
お
そ
く
と
も
一
九
世
紀
中
の
こ

?

、 ——
.

：

、(

注
1)

.

と
と
考
え
.て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

.「
一

八
九
八
年
に
ド
イ
ツ
社
会
民 

生
觉
は
政
獾
に
づ
く
だ
ろ
ぅ̂

^
ロ
み
^
は
十
年
的
祀
政
権
を
掌
握
ガ
ぎ
る
ほ 

と
ん
ど
絶
対
的
な
確
実
性
が
あ
る
：

T
「

と
に
か
く
僕
は
、
平
和
で
い
る
こ
と
を

、
、
、
ぐ
、

、
‘ 

V
、
、
•、■:
.、
、し、
‘ 
、..>■
.、
p 

V
C 注4)

.

■

す
る
。：
害
々
：は

：ー
：：か<
か
：を
ゃ
:̂

宓
要
の
教
ぃ
立
場
に
ぃ
る

」

、.ー

」

5
 

は
こ
ん
に
ち
で
は
ほ
と
ん
ど
数
学
的
に
i

な
計
算
で
、‘
彼

ら

の

支

配

権

^

握

- 

.

.

(

注 
5
> 

.

の
時
期
を
決
宠
し
ぅ
る
地
点
に
た
っ
て
い
る

」

、
と
い
っ
た
こ
と
ば
は
、

こ
の 

こ
と
を
は
っ
き
り
あ
ら
わ
.し
て
い
る
。

フ
ラ
ソ
ス
に
つ
い
て
も
、
パ
ナ
マ
事
件 

'を
契
機
に
、

一
八
九
ニ
年
士
一
月
に
、
近
い
将
来
の
勝
利
を
予
想
し

1
紀
り
、
，
 

7
メ
リ
力
^
つ
い
て
は
、：：
^
欢
八
穴
街
：の̂
1氟
碧

ば
'>
.方

^
^
^
^

-

 

.

.

.

.

.C 
注
7)

'

丨
ロ
ッ
パ
を
追
い
こ
す
可
能
性
を
示
し
た
と
み
、

.
イ
ギ
リ
ス
に
つ
い
て
は
、
ァ

議
会
制
度
とH

ン
ゲ
ル
ス
.

_

，メ
”
为
の
世
界
市
屬
進̂

-

保
護
関
税
の
徹
廃-
—

が
ハ
結
局
ィ
ギ
”
ス
の 

社
会
生
義
の
藤
利
と
な
る
だ
：ろ
う
、
：等
々
の
見
通
し
次
た

'て
て

い
る
，
柔

主
 

:義
の
政
治
と
経
済
を
き
わ
め̂

;%
ゐ
い
%-
0
と
み
て
>̂
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。 

こ
の
よ
う
な
楽
観
的
な
見
通
し
：の
根
拠
.は
、
--
八
九
〇
年
以
降
の
、
ド
ィ
ッ

急
激
方
増
伽
に
あ
る
と
と
は
た
し
か
で 

.あ
欠

':
;
'

エ：，

ン
；ゲ
ル<
-©
議
会
制
度
観
が
、
：
こ
'の
：せ
う
な
 

い 

て
い
る
こ
と
は
、
特
に.強
調
さ
れ
て
よ
い
。

、

漆
ぃ
^ :
5

.

、ふ̂

;

と
撒
わ
：れ
る
の
ほ
：、
_ー
か
れ0
改
良
主
義
、
：：議_

綦
批
判
の
性
格
で
あ
る
。
：

.
エ
ノ
 

ゲ
ー
：ル
：

は
、
，
議
会
的
諸
宇
腐
を
擁
護

.出
な
が』

%
、
：，
池
会
主
義 

:

部
の
、
改
良
主
義
的-,
'
>

1

会
主
義
的
傾
向
に
、

〖

全
生
涯
汝
通
む
ズ
枇
判
を
加
ぇ
，
 

て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
主
な
も
の
を
あ
げ
る
と
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

ぃ
.
.
'
、
；.

ベV

ヒ
べ
'，ル
.ダ
を
中
心■と
'す
^
^

.
* 

• 

t
- 

. 

. 

*

. (

'^
10
ノ 

1

•
フ
.ラ
シ
ス
の
ポ
シ
ビ
リ
ス
ト
批
判
。
.
：

:

，
社
会
主
義
者
馨
法
下
の
、
ド
ィ
ッ
社
会
民
主
議
員
団
右
派
に
対
す
る

'
' 

，

(

批
判
。

： 

•

社

者

取

締

籠

止

後

あ

ら

わ

れ

：た
、
社
会
主
義
自
然
生
靈
に
対

(

注
12
0 

•.

す
る
她
判
。

 

■

;:-
':
.-*
フ
_フ
シ
，乂

』
「

労

働
^
^
 ̂

フ

ォ

ルマ
ー
‘ル
に
対
す
る
批 

判
。

' 

:

.J
-
--/
.
-
- 

.

-
- 

; 

:

:

•

へ，、.
.

.

•
.
.
. 

. 

-
 

.
 

.
 

-
 

! ....V 

.

エ
ン
ゲ
ル:̂
の
批
判
を
貫
い
て.い
る
基
本
的
な
性
格
は
、
と
れ
ら
の
諸
傾
向 

が
、

動

揺

す
'？
)
小

ブ

ル

ジ
ョ

ァ

の

も
の
で
あ
り.、
S
一
 
の
健
全
な
階
級

」

労

.
:
.
.
。
:-
\
:
ン:

■

'

:-;
七
”
;

另



響

霧

は

ボ

ゼ

う

じ.た
軎
毒
を
接
種
さ
机
名
浮
德
で
あ
る
、
ぺ

^
ザ

る

&^'
艾 

あ
‘
^1 。
こ
こ
で
は
、
、
労
働
者
階
級
の
増
大
と
、

•そ
の
蓮
動
の
発
展
が
、
こ
う 

，
し
た
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
傾
^
に
と
ど
め
を
さ
ず
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

‘る
。
な 

る
ほ
ど
、

ェ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
ィ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
階
級
の
政
治
的
無
カ
さ
の
経 

済
的
基
礎
が
、
ィ
ギ
リXの
世
界
市
場•植
民
地
独
占
.に
あ
る
と
指
摘
し
て
い 

る
が
、
こ
の
場
合
も
、
い
わ
ば
特
殊
な
例
外
と
し
て
把
え
ら
水
て
お
り
、
独
占 

的
地
位
の
喪
失
と
共
に
、
労
®
^
階
級
の
か
来
の
姿
を
と
り
も
ど
す
べ
き
も
の 

一-

T—
: 

一
 

o

0

の
^
頭
^
>::
-
'迄
の

者-'
^

し
へ 

で
あ
る
と
、
.
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
み
て
い
た

_
_

と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

以

上

述

べ

た

よ

う

な

、H

ン

ゲ

ル

ス

の

楽

観

的

な

見

通

し

は

、

殆

ど

は

ず

れ
 

た

。

こ

こ

に

、

重

要

な

問

題

を

ふ

く

ん

で

い

る

と

い

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

ェ

ッ

ゲ

ル

ス

の

楽

観

的

な

見

通

し

が

、

殆

ど

は

ず

れ

た

の

は

何

故

か

を

考

え

観

を

矩

式

化

し

た

、
，
.も

の

「

摩

文」

で

'述
べ

て

い

る

こ

と

ば

で

あ

，る

？
.
エ

ン

ゲ 

ル

ス

は

、

あ

た

か

も

そ

の

後

の-#
態

を

予

想

し

て

い

た

か

の

よ

う

に

、

つ

ぎ

の

,
(

注
15) 

:

よ

う

に

い

っ

て

い

ゐ

。

 

.
•
.
:

:
,.—
1
.日
常

の

：歴

史

に
.啦

;-
る

個

々

の

'事

件

合

に

^

^

の

経

済

的

要

因

に

ま

で

さ

か

の

ぼ

る

こ
と
は
と
う
て
い
で
き
な
いこ
. 

と
.で
;̂

ろ

う

：

.
：
お

ま

计

に

そ

' ©

諸
要
因
.の
：う
ち
で
：も

？
と
：も
重
要
な
も
の
；：
 

は
、
た
：い
で
い
か
於
い
ぁ
い
社
か<'
:
れ
た
1

で
作
用
し
た
の
ち
：に
、
突
然
強
カ
：
 

に
表
商
に
あ
ら
ぢ
れ
て
ぐ
る;1
>
の

だ

か

：ら

。

^

る
あ
炎
え
ら
れ
た
時
期
の
経
済' 

史

に
ー
か
ん
す
る
：
は

 >

 
き
り
し
た
概
観
は
、

：

け

っ
-1
>
.て
そ
.の

当

該

の

.
^
^
に

は

え ら

れ

な.い
で
、
た
だ
後
日
に
な
っ
て
材
料
を
あ
つ
め
、
そ
れ
を
じ
て
は
じ 

め
て
あ
た
え
ら
れ
る
も©'
で
あ
る
。…

…

だ
か
ら
げ
ふ
に
進
行
し
つ
つ
.あ
る
時 

ぐ
代
史
を
論
じ
る
場
合
ゆ
、.'
-
こ
、
の

要

因

一

^

っ

と

も

決

定

的

蓄

因

を

恒

常

的
 

な
も
の
と
し
て
あ
つ
か.い
、
そ
の
時
期
の
は
じ
め
に
み
い
だ
さ
れ
る
経
^

^

^
 

を
全
時
撕
に
わ
たっ

て
豸
^
し
ハ
い
る
不
変
の
も
の
と
レ
て
と
り
あ
つ
か
う
か 

も
し
公
は
明
自
忆
存
莅
す
る
第
件
鼻
か
ら
発
必
し
で
も
た
が
^
て
同
様
に
明 

.

あ
ら
わ
れ
。
W
る
よ
う
な
経̂

^
態

か

変

似

だ

け

^

#

慮

す

か

よ

り
 

ほ
か
に
し
か
た.が
な
い
こ
と
が
、
あ
ま
り
に
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
0
:'
.
.
.
.
:
;
:

研
^
 

f

や
わ
す
べ
て
の>
!:
'
、

」

と
の
本
来
の
遨
礎’
か
る
当
該
の
時
代
の
^
!
^
態 

の
諸
办
化
が
こ6

よ
う
に
や
む
を
え
や
無
視
さ
れ
る
こ
と
价
、
誤
謬
の
一
つ
の 

源
泉
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

」
(

傍
点
筆
者)

:
-;

^
ン
ゲ
^
ス
_
,
;楽
観
的
見
通
1>
の
も
と
^
>
^

.

糧

さ

れ

つ

つ

あ

..‘っ
た
。
，
エ
ン
ザ
ル
ス
は
、
本
来
の
基
礎
で
あ
る
こ
.の
よ
う
な 

経
^

i

c>
>

i

絶

視

せ

ざ

る

を

え

ず
:;
-
を

と

に

か

れ

の

時

代

の

制
 

.
約
件
：が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

い：
：_

を
経
済
的
基
礎
と
碲
名
帝
国
主
義
の
形
成
乏
成
立
：は
、

. ;

政
治
的
、
：
社
会 

^ .
:>
_

的
状
況
を
根
本.が
ぢ
変
克
、
労
働
者
階
級
の
闘
争
条
件
に
も
深
刻
な 

変
化
を
あ
た
え
ず
に
は
お
か
ぬ
も
の
で
あ
っ
た

。

.

エ
ン
ゲ
ル
'
.ス
が
、

一
八
九
五
年
八
月
に
そ
の
生
涯
を
お
わ
っ
た
直
後
か
ら
、 

%

Q
遺
言
執
_

、
^

ル
'/
シ
;̂

タ
ィ
ン
：に
±
:
っ
て
麗
さ
れ
た
、
挢
謂
、
修 

IE
主
義
^

は
P

I

主
義
の
独
占
段
階.へ
：の
転
化
過i

H
-

帝
国
主
義
の
成

立
過
程
|

か
ら
坐
ず
る
諸
変
化.の
、
最
初
の
、
感
覚
的
、
''
経

あ

め
|
;で
.あ 

.

っ
た
。
し
か
し
、
修
正
生
義
論
争
の
成
果
の
乏
し
ざ
は
、
そ
の
皮
映
の
仕
方
が

、
:'

:

感
觉
的
、
経
黯
で
あ
っ
た
と

A
J

だ
げ
に
よK

?

も
の
'で
は
及
く
、
終
始
、

マ
ル 

ク
ス
去
モ
ン
ゲ
ル
ス
の
、；
.単
众
る
延
;«
'

と
い
：う
形
で
て
ル
タ
ス
主
義
が
論
;1
:

ら
: 

れ
^

こ
士
忆
理
由
が
あ,-
?
:
.た
.
と
い
う
こ
と
が
で
き
る0

ヵ
.ゥ
ッ
；キ
ー
が
、
'ー：
九 

1

0

年
頃
か
ら
、
政
治
前
立
場
に
鑛
な
変
化
を
：み
せ
：は
じ
：め
、

つ

“

ビ

第
，

r 

.
次
大
戦
囊

時

の

あ

の

行

動

を

：と
：る

「

に
至
.
--
?
:
た
こ
と
、
ま
た
、
：
ベ
ル
ン
：：シ
ュ
タ 

.

ィ
ン
の
政
治
行
動
が
、.た
え
ず
動
锻
し
、':
'--
*

貫
性
を
欠
.い

て(

，
|
が
ー
こ
- >
:は
、
修 

正
主
義
論
争9;

性
格
と
無
関
係
で
は
な
い0

.

.

V 

こ
の
よ
う
：に
考
え
て
べ
る
^
、
'.
.
ー.
丸
〇
ー
_

お
：よ
び
|

九
〇
七
年
也
い
：う
年 

が
、
帝
国
主
義
が
国
際
社
会
主
義
蓮
動
に
な

t

た
波
^

ん
の
.、
，
一.
つ
.の
.転
機
を
：
.. 

.

.

.: t

め
..す
も
の
■
•^
■b
.
て
''、
-
あ

ら

，
；た
.
め
.
て
法
目
さ
.れ
て
く
^
。
.づ 

•

一
九
〇
六
年1

い
う
年
は
、
：
.
々
ル
：ク

ス

主

義

的

社

塗

義

政

觉

巧

.強
力
な
へ 

;労
®

合
運
動
上
結
ぴ0
い
.た
模
範
と
考
え
ら
れ
：て.い
た
ド
ィ
ッ
に
：
.お
い
て
、 

そ

，
れ

ま

で

社

会

民

主

党

の

支

配

下

に

あ

:;
-

^
自

虜

働

組

合f
i
e

 

G
e
— 

.

. 

W
e

-Hk
s
c
h
a
f
t
e
n
)

 

Vが
、
改
良
主
義.の
強
力
な
支
柱
と
な.-?
た
だ
け
で
な
く
、 

社
会
民
主
党
に
対
す
る
優
位
を
き
ず
ぐ
に
至
っ
允
年
难
紀
る

。

.

•

エ
ン
ゲ
ル
-
ス

が

其
- ^

ー
め
健
金
な
酿
級」

ど
み
た
ド
ィ
ッ
の
労
働
者
階
級 

の
中
.に
、
改
良
主
義
の
社
金
的
支
往
が
形
成
さ
^

た
一
と1
い

う

事

実

は

、
；
一

帝

国

ま 

「

義

が

篇

運

動

に

与

ぇ

た

影

響

に

和

ぃ

て

-
士
呤
の
転
機
を
画
す
も
の
へ
と
バ
ケ

.

大
ぎ
か：

っ
.た
：。：：.事
実
、
：.
.
-九
0
セ
苹
の
第
一(I

V
 X

タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
大
会
で
は
、 

ド
'ィ
ッ
社
会
民
主
觉.は
、
：：戦
争
阻
止
ー
を
：大
衆
ス
ト
ラ
ィ
：キ
を
も
っ
て
闘
ぅ
こ

.と) 

:

に
反
対
-u
、.
は
^

め
：て
、

)

国
際
的
な
舞
台
で
、
，保
守
派
の
指
導
者
と
し
て
登
場 

す
る
に
至
っ
た
。

，

.

‘

 

， 

•

: 

組
合
l

M
'i
a
i
:す
：る
改
良
主
義
者
が
，
修
正
主
義
理
論
に
無
関
心
で
、 

た
.だ
自
分
に
好
都
合
な
も
の

A
U

て
C
れ
を
利
用
し
^

に
と
ど
：ま

？
た
こ
と
が

.-

■'
,,::.

'•(

注
20)

：
 

，： 

*.

■

.

事

実

で

お

る

に
^-
て

も

ノ

ほ

か

な

ら

ぬ

ド

ィ

ッ

の

労

働

組

合

が

改

良

主

義

の

社
 

■
会
的
支
柱
:̂

な
っ
长
.ぐ

」

：と
ほ
、

」

'国
隙
社
舍
王
義
違
動
に
十
時
期
を
画
：む
た
も
の 

■.
.と
.い
え
-1
ぅ
0 

'
.
即

ち

、
、
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史
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